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   ように留意すること。

   以上を確保すること。

2）下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

3) アンカーボルト定着長は既設躯体より１５φ(φ:アンカー径)

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

   調整プレート(下)の連結ボルト孔は工場孔明とする。

4) 下部工ブラケット天端の孔明工は現場孔明とし、
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注記)

   込み部を除いた部分を下記の通りの溶融亜鉛メッキとする。

            HDZT77    鋼　　板

2）特記なきスカーラップはR50とする。

1）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。

3) 下部工側ブラケット及びアンカーボルト埋め

            HDZT49    アンカーボルト

4) 溶融亜鉛メッキ部材の摩擦接合面は、リン酸処理を

   施すこと。

5) コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。
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注記)

   込み部を除いた部分を下記の通りの溶融亜鉛メッキとする。
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1）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。
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            HDZT49    アンカーボルト

4) 溶融亜鉛メッキ部材の摩擦接合面は、リン酸処理を

   施すこと。

5) コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

64 164

4-φ28孔（φ56ザグリ 深21） 8-φ26孔(ワンサイドボルト MUTF24用孔)

8-φ26孔(ワンサイドボルト MUTF24用孔)

8-φ24孔（φ48ザグリ 深18） 6-φ26孔

アンカーボルトD29

エポキシ樹脂注入

M27－1種ナットM27－3種ナット

M27 ネジ切り加工

6-φ26孔

工 事 名 林 道 野 猿 谷 線 改 良 工 事 （ 蛇 淵 桟 道 橋 ）

市 営 林 道 野 猿 谷 線路 線 名

甲 府 市 　 御 岳 町 　 地 内工 事 箇 所

図 　 名

枚　 　 数縮 　 尺 図 　 示
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甲 府 市 産 業 部 農 林 振 興 室 林 政 課

蛇淵桟道橋 A2橋台 水平力分担構造工（2）

A2橋 台  水 平 力 分 担 構 造 工 （ 2）
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(橋軸方向)(橋軸直角方向)

S=1:5取付断面図 取付側面図 S=1:5

-1ストッパー部品 S=1:5

25

固定用プレート S=1:5S=1:5リングナット部品

(MC-400 ; F)

水平力分担構造

0.4

0.1

18.8

2.7

1.3

1.2

0.3

0.1

材料表

固定用プレート、スペーサーは、ストッパーセット後取り除く。

固定用ボルト,ワッシャー M16 x 25　強度区分4.8

セットボルト,ワッシャー(上側)

セットボルト,ワッシャー(下側)7

6

5

符号5の固定用ボルトは、化粧ボルトとして使用する。

固定用プレート、スペーサーは、高濃度亜鉛末塗装 30μmとする。

内部品は、溶融亜鉛メッキ HDZT49

＊1)

アイボルトは、架設に必要な本数を協議して決定する。

内部品は、溶融亜鉛メッキ HDZT77

＊2)

＊3)

M16 x 40　強度区分4.8

M24 x 45  強度区分8.8

M20 x 30　強度区分8.8

1SCW480Nポット部品 361 x 289 x 99 44.6

1緩衝パッキン φ(129 - 89) x 50

化粧ボルト,ワッシャー

アイボルト

強度区分4.8 2M16 x 25

SS400M12用

-2

-1 固定用プレート4

リングナット部品

ストッパー部品

5

セットボルト,ワッシャー

セットボルト,ワッシャー

固定用ボルト,ワッシャー

4 スペーサー

2

2

SS40075 x 85 x 6

強度区分4.8

20A x 15 SGP

1S45CN

1SCW480N

φ167 x 19

φ260 x 135

4

2/2

強度区分8.8

強度区分8.8

M16 x 25 , 40

M20 x 30

M24 x 45

(kg)

FB

下側

上側

重量(kg)部番 名　　　称 個　数材　　質寸　　　法 備　　考

8

低反発型合成ゴム(複合構造型)合成ゴム

6

7

9

69.5

縦断勾配がある場合は、テーパープレートで調整すること。

せん断ストッパーは、水平になるよう設計する。

＊4)

＊5)

8

10

1

2

3

＊6)

調整プレートは、製品に含まれておりません。＊7)

2 43

セットボルト長は、現場条件により再検討すること。

橋軸方向

橋軸直角方向

地震時許容荷重

kN

kN

設計条件

設計荷重

356

178
kN420

　 取り外し、所定の高さにセットすること。

　 製品高-6mm程度で納入する。据付時は固定ボルトを

※ ポット部品とストッパー部品の納入時の製品高さは、

ポット部品1 S=1:5

25

φ260

295

150

9
9

3
6

1
5
0

5

8

2

1

6

調整プレート

(
1
5
)

364

289

φ260

3

荷
重

作
用

高
7
9

7
1

2
0 1
5
0

緩衝パッキン取付図

※　側面の抜き勾配は、3/100 とする。

20Ax15(SGP)M72x4
-24

2-φ3.2 深3

2-M16 ネジ深22

(固定ボルト用)

(斜角を考慮して決定のこと)

8-M20 ネジ深20

緩衝パッキン

φ(129-89)x50

8

20

75

129

φ89

5
0

2
0

6

φ
2
1
.
6

φ
2
7
.
2

15

3
8
.
5

4
6
.
5

2
3
.
5

2
3
.
5

8
5

1
9

φ167

120

2
0

6
0

2
0 3
6

1
3
5

25

φ260

φ86

1
9

8
0

M72x4

R15

4-M24

ネジ深34

2-M12 ネジ深25

(アイボルト用)

2-M16 ネジ深30

(固定ボルト用)

橋
軸

方
向

4
0

5
9

9
9

150

289

137

289

8
3

25

2
8
9

217

295

2
6
7

1
3
7

2
1
7

3
6
4

4
7

20

99

4
7

3940

3
6
1

7

R10

R1
0

45°

B.C.Dφ180

R5

R2

R3
0

R2

R2

R5

R5

工 事 名 林 道 野 猿 谷 線 改 良 工 事 （ 蛇 淵 桟 道 橋 ）

市 営 林 道 野 猿 谷 線路 線 名

甲 府 市 　 御 岳 町 　 地 内工 事 箇 所

図 　 名

枚　 　 数縮 　 尺 図 　 示
7

甲 府 市 産 業 部 農 林 振 興 室 林 政 課

蛇淵桟道橋 A1,A2橋台 せん断ストッパー製品図

A1,A2橋 台  せ ん 断 ス ト ッ パ ー 製 品 図
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至：起点 至：終点

A2
-1

A
2-

2A3
-1

A
3-

2 A4
-1

A4-
2

A1-1A1-2

（下流側）

（A1橋台） （A2橋台）

平面図 S=1:50(1:100) 側面図 S=1:50(1:100)

下部工断面図 S=1:50(1:100)

流下方向流下方向

橋長　11500

30 11440 30

6
0
0

5
0
2
0

6
0
0

30 11440 30

橋長　11500

8
0
0

3
9
5
0

800 800

A2 A1

N
=
1
7
@
3
5
0

A2A1

6005020600

6220

7
2
0

7
8
0

8
0
0

3
9
5
0

600 5020 600

6220

7
2
0

7
8
0

4
0
6
0

2
5
0

2
5
0

1
2
0

1
2
0

6
2
2
0

800 800

8
0
0

8
0
0

安全ネット ころばし
足場パイプ

チェーン

足場板

安全ネット ころばし
足場パイプ

チェーン

足場板

4
0
6
0

1500

2
7
2
0

昇
降

設
備

1500

名　称 規　格

吊足場

吊足場　数量表

単位

ｍ2

摘　要

1式当り

1.50×(6.22+2.38)×2

数 量数　式

昇降設備 ｍ 2.722.72

2000 2000

25.80

2箇所

2
7
2
0

昇
降

設
備

2375 2375

2
3
7
5

昇降設備

2
3
7
5

昇降設備

アンカーアンカーアンカー アンカー

(AR) (AL)

(AR)(AL)
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図 　 名

枚　 　 数縮 　 尺 図 　 示
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(      )内の縮尺50％縮小 甲 府 市 産 業 部 農 林 振 興 室 林 政 課
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蛇淵桟道橋 仮設工参考図

仮 設 工 参 考 図


